
主催：北海道大学総合博物館

北海道大学総合博物館 1階

「知の交流」

当館には約 20 万点の海藻標本が収蔵されており、タイプ標

本をはじめとする分類学的に重要な海藻標本のうち、国内に

存在するものは、ほとんどがここに存在します。世界中の海

藻分類学者から広く利用されていますが、それに比例して保

存管理に対する世界的責任も大きく、そして海藻標本は博物

館資料の中でも特に光や湿度の悪影響が大きいため、常設

展示で皆さんにお見せすることが困難です。コロナ禍で逆に

混雑が避けられた 2021 年に、アート分野との協働による、貴

重な海藻標本の夏季企画展示を展開しました。また、コロナ

禍においては移動の制約など、野外調査を伴う研究が困難

でした。膨大な海藻標本を活用した、分類学以外の研究を

推進しました。
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お問合せ

TEL：011-706-2658
HP ：http://www.museum.hokudai.ac.jp/

阿部　剛史
北海道大学総合博物館

当日先着順・定員５０名

入場無料
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博物館収蔵海藻標本の利用


